










































































平成25年研究教育活動　（2013.1.1～2013.12.31）　 …………………………………………… （ 53）
CONTENTS
　Articles
Study on Improvement of Physical Fitness at Elementary Students in Ebetsu City 10
　─ Practice of Morning Exercises at A Elementary School─






Agenda Seen from Current Situation of the Hokkaido Camp Association
　and A Proposal for Future Development of Camp Movements in Hokkaido
………………………………………………………………………… 　Michiko KAYUKAWA（ 15）
Kotarou AOKI
A Study about Member’s Activity Rate
　in Northern Area All-Round Community Sports Club
　　……………………………………………………………………… 　Minoru NAGATANI （ 29）
Naoki CHIBA
Takako HATAKEYAMA
The Relationship between the Deep Squatting 
　Test and range of motion of the ankle joint
　　……………………………………………………………………… 　Masahiro YOSHIDA （ 37）
Makoto YOSHIDA
　Reports
A Report with Regard to Tsukigata Health and Fitness Promotion Projects








A Study about Instructor Training System
　at All-round Community Sports Club
……………………………………………………………………………… 　Tomoyuki UEDA （ 47）
　Minoru NAGATANI
Shinsuke FUJIWARA
Research Activities 2013　（2013.1.1～2013.12.31） ………………………………………… （ 53）
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第５号






































Study on Improvement of Physical Fitness at Elementary Students in Ebetsu City 10
─ Practice of Morning Exercises at A Elementary School─
竹 　 田 　 唯 　 史１） 増 　 山 　 尚 　 美1 ） 
Tadashi TAKEDA Naomi MASHIYAMA
大 　 宮 　 真 　 一２） 晴 　 山 　 紫 恵 子３）
Shin-ichi OMIYA Shieko HAREYAMA
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単位 （m） （kg） （cm） （回） （回） （回） （cm） （kg）
??? 男子平均 114.0 9.4 25.9 11.5 27.2 18.5 116.5 21.2





男子平均（5月） 117.7 10.9 23.4 13.2 26.6 13.8 118.3 22.4
標準偏差 12.2 2.1 5.3 4.2 2.2 6.3 3.1 3.3
男子平均（12月） 129.1 11.3 28.5 13.8 27.9 23.9 122.1 23.8





男子平均（5月） 124.4 11.2 31.9 11.9 26.9 16.3 119.0 23.5
標準偏差 21.7 2.7 5.7 4.4 3.3 10.6 6.03 6.2
男子平均（12月） 129.5 11.3 26.2 13.6 30.3 22.9 122.1 25.2
標準偏差 16.0 2.7 5.7 5.5 4.4 13.8 6.2 7.0
交互作用 n.s. n.s. ** n.s. * n.s. ** n.s 
ｔ検定5月vs 12月 ** n.s. t*A **B n.s t*A **B ** t**AB **














単位 （m） （kg） （cm） （回） （回） （回） （cm） （kg）
??? 女子平均 106.4 8.8 28.5 11.0 26.3 15.3 115.8 20.7 





女子平均（5月） 106.4 9.2 28.8 11.8 24.6 13.1 115.1 20.6
標準偏差 14.5 1.4 4.0 2.8 2.4 3.4 4.4 1.9
女子平均（12月） 117.9 10.5 27.7 12.4 26.7 17.4 118.0 21.7





女子平均（5月） 115.3 9.4 28.2 14.3 24.7 12.1 115.9 21.3
標準偏差 19.0 2.2 7.6 3.8 3.3 3.4 4.2 4.4
女子平均（12月） 116.4 9.6 29.6 13.4 27.3 16.1 122.7 22.9
標準偏差 19.5 2.4 4.3 4.5 3.5 7.0 4.8 4.8
交互作用 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. * n.s.
ｔ検定5月vs 12月 n.s. n.s. n.s. n.s ** * t**AB **





























































































































































































































































































Agenda Seen from Current Situation of the Hokkaido Camp Association
and A Proposal for Future Development of Camp Movements in Hokkaido
粥 　 川 　 道 　 子１） 青 　 木 　 康 太 朗１）








































































































































































































































































































































































































































網走支庁 斜里郡 1 2
網走支庁 紋別市 1 1 4
網走支庁 網走郡 2 1
網走支庁 川上郡 1
網走支庁 北見市 1 1
網走支庁 常呂郡 1 小計
4 2 10 16
釧路支庁 釧路市 1 1 18
釧路支庁 標津 2
釧路支庁 厚岸郡 5 小計
1 1 25 27
十勝支庁 河東郡 0 1
十勝支庁 河西郡 0 1
十勝支庁 帯広市 0 1
十勝支庁 足寄郡 1 4
十勝支庁 白糠郡 0 1
十勝支庁 中川郡 0 1
十勝支庁 広尾郡 0 1 1 小計
1 1 10 12
道南ブロック　　　　31
D1 D2 CI
胆振支庁 苫小牧市 1 2





胆振支庁 千歳市 1 小計
1 2 17 20
渡島支庁 函館市 1 4
渡島支庁 松前郡 1
渡島支庁 茅部郡 1 3




石狩支庁 石狩郡 1 1 1
石狩支庁 札幌市 24 35 64
石狩支庁 江別市 5 17
石狩支庁 恵庭市 2 小計
25 41 84 150




後志支庁 小樽市 2 4 4
後志支庁 寿都郡 2 小計
2 6 6 14
道北ブロック　　　  20
D1 D2 CI
上川支庁 旭川市 1 1
上川支庁 上川郡 1 1 6
上川支庁 富良野市 1 小計
1 2 8 11




空知支庁 滝川市 1 小計
2 1 6 9
道外　　　　　　 　19
D1 D2 CI
道外 1 2 16 合計

















































































































































































































資格 2008 2009 2010 2011 2012
Ｄ１ 34 34 34 31 40
Ｄ２ 65 62 55 66 65
CＩ 94 115 159 187 174






























































20周年記念誌20年のあゆみ, PP. 23-27, 2012. 
10
７）北海道キャンプ協会,平成24年度北海道




委員会第１回指導者増強部会資料, 2011. 7. 3
10）日本キャンプ協会,平成24年度事業計画書, 
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A Study about Member’s Activity Rate
in Northern Area All-Round Community Sports Club
永 　 谷 　 　 　 稔１） 千 　 葉 　 直 　 樹２）
Minoru NAGATANI Naoki CHIBA
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スポルクラブ入会以前に運動をしていない 89 34.6 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 27 10.5 
体育館や公民館などの体育施設 81 31.5 
家の周りや公園 25 9.7 

























































入会後スポルクラブ以外で運動していない 104 40.6 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 11 4.3 
体育館や公民館などの体育施設 58 22.7 
家の周りや公園 42 16.4 









































スポルクラブ以外では運動していない 64 68.8 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 3 3.2 
体育館や公民館などの体育施設 3 3.2 
家の周りや公園 15 16.1 
そのほか 8 8.6 




スポルクラブ以外では運動していない 40 24.8 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 7 4.3 
体育館や公民館などの体育施設 54 33.5 
家の周りや公園 27 16.8 
そのほか 33 20.5 





スポルクラブ以外では運動していない 11 33.3 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 6 18.2 
体育館や公民館などの体育施設 6 18.2 
家の周りや公園 5 15.2 
そのほか 5 15.2 




スポルクラブ以外では運動していない 21 27.3 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 1 1.3 
体育館や公民館などの体育施設 46 59.7 
家の周りや公園 6 7.8 
そのほか 3 3.9 




スポルクラブ以外では運動していない 2 10.0 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 0 0.0 
体育館や公民館などの体育施設 1 5.0 
家の周りや公園 14 70.0 
そのほか 3 15.0 




スポルクラブ以外では運動していない 6 20.7 
スポーツクラブ・フィットネスクラブ 0 0.0 
体育館や公民館などの体育施設 1 3.4 
家の周りや公園 1 3.4 








































































































































The Relationship between the Deep Squatting 
Test and range of motion of the ankle joint
吉 　 田 　 昌 　 弘１） 吉 　 田 　 　 　 真１）




























































































































男性 18.7±0.9歳 173.2±6.8cm 64.8±5.6kg
























































































































































究紀要 ４号, 51-57, 2013.
３）Michael P. Reiman, et al. Functional 




連性. 北海道理学療法 21巻, 52-55, 2004.
５）Kasuyama T, Sakamoto M, Nakazawa 
R：Ankle joint dorsiﬂ exion measurement 
using the deep squatting posture. J Phys 




医学会誌, 21巻１号, 112-118, 2013.
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A Report with Regard to Tsukigata Health and Fitness Promotion Projects
井 　 出 　 幸 二 郎１） 上 　 田 　 知 　 行１）
Kojiro IDE Tomoyuki UEDA
小 坂 井 　 留 　 美１） 小 　 田 　 史 　 郎１）
Rumi KOZAKAI Shiro ODA
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Risa HONDA Tadashi TAKEDA
小 田 嶋 　 政 　 子１） 竹 　 内 　 　 　 晶３）



















































































全体 39 ± 9 40 ± 6 34 ± 9 77 ± 42 6 ± 2 4 ± 1 26 ± 8
64歳以下 42 ± 10 41 ± 5 36 ± 9 93 ± 36 5 ± 1 4 ± 1 27 ± 7
65歳以上 35 ± 3 37 ± 7 28 ± 8 41 ± 34 8 ± 2 5 ± 1 24 ± 11
女
性
全体 26 ± 5 36 ± 6 40 ± 9 85 ± 43 8 ± 2 5 ± 1 23 ± 5
64歳以下 28 ± 6 37 ± 6 38 ± 8 117 ± 6 7 ± 1 5 ± 1 22 ± 5















全体 54 ± 19 137 ± 16 83 ± 9 164 ± 8 68 ± 13 25 ± 3 24 ± 5
64歳以下 45 ± 15 136 ± 18 84 ± 10 167 ± 7 72 ± 14 26 ± 3 23 ± 7
65歳以上 74 ± 5 139 ± 13 82 ± 8 157 ± 6 60 ± 6 24 ± 2 25 ± 2
女
性
全体 64 ± 16 136 ± 17 80 ± 8 153 ± 7 60 ± 14 26 ± 4 36 ± 6
64歳以下 49 ± 14 129 ± 18 79 ± 7 157 ± 6 66 ± 18 27 ± 6 37 ± 7































































































A Study about Instructor Training System
at All-round Community Sports Club
上 　 田 　 知 　 行１） 永 　 谷 　 　 　 稔１）
Tomoyuki UEDA Minoru NAGATANI
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・千葉拓実,  阿部史,  坂田純一,  大堀克己,  堀田大介,  川初清典：当院における心臓弁膜症術
後患者の退院後のADLについて.  第33回札幌市病院学会大会,  札幌,  2013
・佐藤剛,  阿部史,  堀田大介,  川初清典,  伊達修,  大堀克己：肥満が慢性静脈不全に及ぼ
す影響.  第33回札幌市病院学会大会,  札幌,  2013
・岡本祐一郎,  須藤拓也,  工藤真斗,  阿部史,  川初清典,  堀田大介,  菊池健次郎,  大堀克己：
「パークゴルフ」の心リハへの導入～有効性の検討～ .  第19回日本心臓リハビリテーション
学会学術集会,  仙台,  2013 
・工藤真斗,  阿部史,  川初清典：心臓リハビリへのパークゴルフ応用～生涯に亘る運動継続を
目指して～ .  日本生涯スポーツ学会第15回大会,  熱海,  2013 
・阿部史,  工藤真斗,  川初清典：心臓リハビリとしてのスポーツの生涯学習化～生涯に亘るス
ポーツ療法への有効性のために～ .  日本生涯スポーツ学会第15回大会,  熱海,  2013
・川初清典（コーディネーター）：第９回北海道心臓リハビリテーション研究会シンポジウム
「北海道リハ」モデルの充実化のために～地域の現状,  札幌,  2013, 4
・川初清典,  晴山紫恵子,  上杉尹宏：（招待シンポジスト）スキー・ノルディック複合我が国
ナショナルチームの黄金期形成に貢献した人間工学的手法の適用の紹介.  日本人間工学会第
54回大会,  千葉,  2013. 6. 1
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤　満，大宮哲，須田力：雪上歩行方法
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による歩容パラメータの違いについて， 日本雪氷学会北海道支部研究発表会, 札幌， 2013. 5. 
17-18
・Kozakai Rumi，Ando Fujiko, Kim Heung Youl, Lee Sungchul, Yuki Atsumu & Shimokata 
Hiroshi: Factors leading to regular exercise in community-living middle-aged and older 
people without regular exercise experience， The 18th Annual Congress of the European 
College of Sports Science，Barcelona， 2013. 6. 26-29
・Yuki Atsumu，Otsuka Rei, Kozakai Rumi, Ando Fujiko, Shimokata Hiroshi: ow Free 
Testosterone Levels are Associated with Loss of Appendicular Muscle Mass in Japanese 
Community-Dwelling Women， The 18th Annual Congress of the European College of 
Sports Science，Barcelona， 2013. 6. 29
・上田知行，小坂井留美：産学官で協働した介護予防事業の取組， 日本体育学会第64回大会，
草津， 2013. 8. 30
・幸篤武，大塚礼，小坂井留美，安藤富士子，下方浩史：アンドロゲン受容体遺伝子多型とテ
ストステロンの相互作用が中高齢男性の筋量に与える影響， 第68回日本体力医学会大会，東
京， 2013. 9. 21
・小坂井留美，安藤富士子，金興烈，李成喆，幸篤武，大塚礼，下方浩史：中高年期における
握力の縦断変化の性差， 第68回日本体力医学会大会，東京， 2013. 9. 22
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力：雪上歩行時の歩
容パラメータおよび酸素摂取量に対する雪上歩行具の影響， 第68回日本体力医学会大会, 東
京， 2013. 9. 23
・竹田唯史,  進藤省次郎,  佐藤亮平,  近藤雄一郎：体育授業における教育内容・教材の順序
構造とその構成方法について（３）─バレーボール実技の指導について─, 日本体育科教育
学会第18回大会,  東京,  2013. 6. 23
・竹田唯史,  近藤雄一郎,  山本敬三,  川初清典：アルペンスキー大回転競技におけるタイム分
析─第90回全日本スキー選手権大会を対象として─, 日本体育学会第64回大会, 草津, 2012. 
8. 28
・後藤永行,  竹田唯史,  近藤雄一郎,  佐藤亮平：初心者を対象とした男子ラクロスの指導理
論について,  日本体育学会第64回大会,  草津,  2012. 8. 28
・近藤雄一郎,  竹田唯史,  進藤省次郎,  佐藤亮平：学校体育におけるバレーボール・オーバー
ハンドパスの教授プログラムの検証, 日本体育学会第64回大会, 草津, 2012. 8. 28
・山本公輔,  竹田唯史,  大宮真一,  増山尚美：北海道Ｅ市における児童の体力向上に関する研
究─Ａ小学校における朝運動プログラムの実践─, 日本体育学会第64回大会, 草津, 2012. 8. 28
・石井由依,  竹田唯史,  大宮真一,  増山尚美,  山本公輔：北海道Ｅ市児童の体力特性, 日本
体育学会第64回大会, 草津, 2012. 8. 28
・竹田唯史,  近藤雄一郎：アルペンスキー競技回転種目におけるタイム分析─第90回全日本ス
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キー選手権大会回転競技を対象として─,  冬季スポーツ科学フォーラム,  北翔大学,  2012. 
8. 11
・竹田唯史,  近藤雄一郎：アルペンスキー大回転競技と回転競技におけるターン時間に関する
研究─第90回全日本スキー選手権大会大回転競技を対象として─,  日本スキー学会研究会, 
東京,  2013. 9. 7
・佐藤亮平, 竹田唯史, 近藤雄一郎：国内トップレベルの中学生を対象としたサッカーのゲ
ーム分析─第24回全日本ユースサッカー選手権大会準決勝・決勝を対象として─,  平成25年
度北海道体育学会第53回大会,  北海道教育大学函館校,  2013. 12. 7
・山田雪花,  竹田唯史,  谷川松芳,  佐藤亮平,  近藤雄一郎,  進藤省次郎：空手道における技
術的特質について, 平成25年度北海道体育学会第53回大会, 北海道教育大学函館校, 2013. 12. 7
・梅田千尋,  竹田唯史,  佐藤亮平,  近藤雄一郎,  進藤省次郎：ハンドボールにおける技術的特
質について,  平成25年度北海道体育学会第53回大会,  北海道教育大学函館校,  2013. 12. 7
・Takeda Tadashi, Kondo Yuichiro, Yamamoto Keizo：Time analysis of giant-slalom 
and slalom in alpine ski competition. In：Muller E, Kröll J, Lindinger S, Stoggle T, 
Pfusterschmied J（Eds.），Book of Abustracts, 6th International Congress on Science and 
Skiing. 144, Salzburg, Austria, 2013. 12. 14
・永谷稔：総合型地域スポーツクラブの学校体育支援活動，日本体育スポーツ経営学会第36回
大会,  京都,  2013. 3. 22
・永谷稔：北海道と沖縄におけるプロバスケットボール観戦者の比較について, 日本体育学会
第64回大会,  草津,  2013. 8. 28.
・永谷稔，千葉直樹，畠山孝子：北翔大学大学に置ける総合型地域スポーツクラブ周辺住民調
査について─札幌市厚別区の調査結果から─，北海道体育学会第53回大会, 函館, 2013. 12. 8
・松村美佳子,  和史朗,  竹田唯史：重度障害者を対象とした野球指導の実践方法に関する研究 
～ 肢体不自由特別支援学校におけるゴロ野球の取り組み ～，日本体育学会第64回大会, 草
津,  2013. 8. 28
・畠山孝子：炭鉱企業におけるスポーツの導入と戦前の展開─北海道炭礦汽船株式会社の事例
─,  日本労務学会北海道支部会,  北海道,  2013. 6. 22
・廣田修平：平行棒における技術開発の試み，日本スポーツ運動学会第26回大会,  茨城,  2013. 3. 
28
・水野信太郎：啄木新婚の家と旧斉藤家住宅（啄木ゆかりの建築物　3), 日本建築学会北海道
支部研究報告集　No.86,（日本建築学会北海道支部),  pp417-420,  2013. 6. 29
・野口英一朗,  水野信太郎：依佐美（よさみ）送信所とその後（旧依佐美送信所の研究　1),
日本建築学会大会学術講演梗概集（北海道), （日本建築学会), 頁数907-908,  出版年月2013. 8. 
・水野信太郎,  野口英一朗：設計担当者・竹内芳太郎について（旧依佐美送信所の研究　2),
日本建築学会大会学術講演梗概集（東海),（日本建築学会),  頁数909-910,  出版年月2013. 8.
59
・吉田真，片寄正樹：スキーでのACL損傷の予防，第5回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科
学会,  札幌,  2013. 6
・渡邉耕太，大坪英則，寺本篤史，鈴木智之，小林拓馬，工藤未来，山下敏彦，片寄正樹，吉
田真，奥脇透：スキージャンプ選手に対する整形外科的メディカルチェック，第39回日本整











・上田知行,  相内俊一,  小田嶋政子,  小田史郎,  井出幸二郎,  小坂井留美：産学官で協働した
地域におけるソーシャルビジネスの研究（第３報), 北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要, 第
４号,  pp65-72,  2013. 3
・加藤満,  上田知行,  白川和希,  須田力,  小田史郎：第一回　ニュースポーツ研究会の報告─




第４号,  pp45-50,  2013. 3. 26
・小田嶋政子（監修),  相内俊一,  上田知行：健やかな食事を考えよう, コープで健食！プロ
グラム「健康生活」ガイドブック,  pp1-25,  2013. 10. 3
・粥川道子,  青木康太朗（監修）：平成24年度野外教育実習　実践報告書, 北翔大学北方圏生
涯スポーツ研究センター ,  2013. 3
・粥川道子：YMCAキャンプに感謝, THE YMCA NEWS,  573号,  p1,  2013. 7
・小坂井留美：フィンランド・ユヴァスキュラ大学留学記. 東海体育学会会報, 86, pp25-30. 
2013. 6
・水野信太郎,  菊地達夫：北海道と東北における地域資源を活かした活動, 北翔大学北方圏学
術情報センター年報,  第５号,  pp79-93,  2013. 5
・水野信太郎：インタビュー「私の歩んだ道」　尾西毛織物業の栄光と衰退の体験を語り伝え
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て　鈴木貴詞さん,  産業遺産研究,  第20号,  pp97-102,  2013. 5. 26
・竹田唯史, 進藤省次郎, 近藤雄一郎, 宗野文俊, 佐藤亮平：運動技術・戦術指導における教
育内容・教材の順序構造とその構成方法について（２）─サッカーとフラッグフットボール
の指導─,  体育科教育学研究,  第29巻第１号,  pp.88,  2013. 3. 25
・吉田真，松本尚，井上雅之，吉田昌弘，山本敬三，竹田唯史：北海道フリースタイルモー
グル選手の体力特性，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報, 第４号,  pp77-82, 
2013. 9
・吉田昌弘，吉田真，北島剛：北翔大学フィールドテストにおけるフィードバックシステムの


















流センターみらい,  2013. 9. 11
・上田知行：「網走管内国保運営協議会委員研修会」,  北海道オホーツク総合振興局保健環境部
社会福祉課,  網走市,  2013. 12. 2
・上田知行：平成25年度健康運動実践指導者指導実技試験実技評価委員, 健康・体力づくり事
業財団,  広島YMCA専門学校,  2013. 12. 23
・上田知行：上富良野町健康づくり町民の集い「健康づくり推進のまち」宣言町民大会パネル
ディスカッション,  上富良野町,  上富良野町保健福祉総合センター「かみん」,  2014. 2. 8
・上田知行：石狩管内家庭教育サポート企業等連携協力事業「冬の親子元気アップフォーラム」, 
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北海道教育庁石狩教育局,  北広島市総合体育館,  2014. 2. 15
・上田知行：空知管内栄養士研修会,  空知総合振興局保健環境部,  2014. 3. 26
・上田知行：夕張市保健福祉課「夕張市運動普及サポーター養成講座」,  夕張市保健福祉課,  2013. 
2～3
・上田知行：夕張市「健康運動クラブ」,  夕張市保健福祉課,  夕張市・夕張市民研修センター , 
2013. 2～9
・上田知行：積丹町特定保健指導初回面接,  積丹町国民保健課,  積丹町・積丹町総合文化セン
ター ,  2013. 3. 13～10. 18
・上田知行：利尻富士町介護予防教室, 利尻富士町保健福祉課, 利尻富士町・利尻富士町保健
福祉総合センター ,  2013. 3～12
・上田知行,  井出幸二郎,  小坂井留美,  小田史郎,  本多理紗：月形町健康づくり・体力づくり
事業「ヘルシーアカデミー」,  月形町教育委員会,  月形町・月形町総合体育館ほか,  2013. 5
～2014. 3
・上田知行：興部町指導者養成事業講師,  興部町教育委員会,  2013. 7～2014. 2
・上田知行：北海道水中運動協会指導者養成講習会及び研修会講師,  北海道水中運動協会,  江
別市・滝川市・津別町,  2013. 8～11
・上田知行：網走ブロック老人クラブ連合会研修会,  美幌町老人クラブ連合会,  2013. 7. 25
・上田知行：中標津管内栄養士研修会,  中標津保健所,  2013. 11. 11
・上田知行：大学・企業のスポーツ資源を活用した地域コミュニティ活性化促進事業,  美幌町
「ニューエルダースポーツ教室」,  文部科学省・美幌町教育委員会,  2013. 11～12
・上田知行：江別市蒼樹大学学習会専攻講座「健康体操」,  江別市教育委員会, 江別市・野幌
公民館,  2013. 1～2014. 2
・上田知行：訓子府町介護予防サポーター養成講座,  訓子府町健康福祉課,  訓子府町・訓子府
町保健福祉総合センター ,  2013. 7～12
・上田知行：余市町健康フェア「健康づくりと運動」,  余市町健康推進員協議会,  余市町・余
市町中央公民館,  2013. 9. 21
・上田知行：江別市聚楽大学学習会専攻講座「健康体操」,  江別市教育委員会,  江別市・江別
市中央公民館,  2013. 10～2014. 2
















育活動中の安全管理と事故防止,  応急手当の実際,  北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン
ター ,  2013. 1
・杉岡品子：教員研修「子どもの自殺予防について」,  札幌市立発寒中学校,  2013. 5.
・杉岡品子：北翔大学オープンキャンパス体験授業, 「ストレスとリラクゼーション」, 北翔
大学,  2013. 7 
・杉岡品子：教員研修「不登校傾向の児童・保護者の対応について」，札幌市立発寒西小学校, 
2013. 10
・竹田唯史,  晴山紫恵子,  大宮真一,  増山尚美,  山本公輔：江別市内における児童生徒の体
力向上に関する実践的調査研究, 江別市教育委員会「体力向上実践研修会」, 文京台小学校, 
2013. 7. 2
・竹田唯史：子どもの心と体の育ち─スポーツ心理学メンタルトレーニング─,  平成23年度教
員免許状更新講習会,  北翔大学,  2013. 8. 6
・竹田唯史：「保健体育指導の在り方」─スポーツ運動学の観点から─,  北海道教育委員会高
等学校10年経験者研修（保健体育部会),  札幌市,  2013. 1. 6
・山本敬三,  竹田唯史：ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI「パソコンを使って、スポーツ動作を分析しよう！」，独立行政法人　日本学術
振興会．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター ,  2013. 10. 12
・土屋律子：教育免許状更新講習「子どもの心と体の育ち」，北翔大学,  2013. 8. 6
・土屋律子：高大連携事業「基本的な食事と栄養」,  恵庭南高等学校,  2013. 10. 30
・土屋律子：北翔大学市民講座「ロコモティブシンドロームと食生活」, 北翔大学北方圏生涯













計画の作成に生かすために～ , スキルアップ研修会講演，札幌市立山の手養護学校, 2013. 6. 
27
・和史朗：行動の「なぜ？」を考えよう ～ 応用行動分析学から学ぶ ～旭川LD親の会・北海
道LD親の会連絡協議会講演，旭川大学ビジネス専門学校，2013. 8. 10
















員会,  江別市，北翔大学，2013. 1. 7
・水野信太郎：建築各部別シリーズ「煉瓦と窓材」，Ｎ43赤煉瓦塾　第76回　赤れんがセミナー
　平成24年度　第２回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　37, Ｎ43赤煉瓦塾，北海道江
別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ，2013. 1. 26 
・水野信太郎：建築各部別シリーズ　「煉瓦と窓材（続編）」, Ｎ43赤煉瓦塾　第77回　赤れん
がセミナー　平成24年度　第３回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　38, Ｎ43赤煉瓦塾,
北海道江別市東野幌町・グレシャム市アンテナショップ,  2013. 3. 16
・水野信太郎：建築各部別シリーズ　「煉瓦と鋼材」, Ｎ43赤煉瓦塾　第77回　赤れんがセミナー
　平成24年度　第3回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　39, Ｎ43赤煉瓦塾, 北海道江別









　スペース3,  2013. 7. 29
・水野信太郎：平成25年　～この２年間という年へ～　東京駅の辰野金吾　歌舞伎座の岡田信
一郎　米澤金蔵氏の米寿, 全愛知県赤煉瓦工業協同組合　赤れんがセミナー , 全愛知県赤煉
瓦工業協同組合, 愛知県碧南市新川町・全愛知県赤煉瓦工業協同組合２階,  2013. 7. 31
・水野信太郎：苫小牧市美術博物館　平成25年度　第３回　大学講座　苫小牧・日本・世界の
れんが　れんがが来た道, 苫小牧市美術博物館　平成25年度　第３回　大学講座, 苫小牧市
美術博物館　１階研修室, 2013. 8. 17 
・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　③　座敷と茶室　～
畳ならびに書院造という名の発明～ , 平成25年度　第３回　舞鶴市立赤れんが博物館市民講
座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館２階　研修室2, 2013. 
9. 16
・水野信太郎：新・日本建築シリーズ　「世界に誇る日本固有の建築物」　④　産業施設と文化
住宅　～煙突の始まり, れんが窯の近代化～ , 平成25年度　第４回　舞鶴市立赤れんが博物
館市民講座, 舞鶴市立赤れんが博物館, 京都府舞鶴市北吸・舞鶴市総合文化会館2階　研修室




２階　研修室２,  2013. 11. 23
・水野信太郎：建築界における石材, 北翔大学　北方圏学術情報センター　平成25年度　市民
講座　地域資源について考える　第１部　「北海道の地域資源」, 北翔大学　北方圏学術情報
センター　地域資源グループ, 北翔大学　北方圏学術情報センター　６階会議室, 2013. 12. 8
・水野信太郎：岩手県と文学者ゆかりの建築物, Ｎ43赤煉瓦塾　第81回　赤れんがセミナー　
平成25年度　第１回学習会　ドクトル水野の煉瓦入門講座　40, Ｎ43赤煉瓦塾, 北翔大学　













長），第９回スポーツ理学療法セミナー ,  2013. 3. 24 






・青木康太朗：公３事業，運営委員，公益社団法人日本キャンプ協会，2012. 4. 1～2014. 3. 31
・青木康太朗：北海道キャンプ協会，事務局員，北海道キャンプ協会，2010. 7. 1
・青木康太朗：子どもたちの体験活動の運動量に関する調査研究，研究委員，独立行政法人国
立青少年教育振興機構，2012. 7. 20～2013. 3. 31
・青木康太朗：「体験の風をおこそう３～数字で見る体験活動と「生きる力」～」編集委員会，
編集委員，独立行政法人国立青少年教育振興機構，2013. 7. 10～2014. 3. 31
・青木康太朗：平成25年度社会教育事業の開発・展開に関する調査研究　社会教育施設におけ
る指定管理者制度に関する調査研究委員会，研究委員，国立教育政策研究所社会教育実践研
究センター，2013. 6. 10～2014. 3. 31
・本多理紗, 井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレ
ンジ教室」,  スタッフ,  2013. 3. 17 
・井出幸二郎：「地域まるごと元気アッププログラム・体力測定会（赤平町）」,  体力測定スタッ
フ,  2013. 8. 21～23
・井出幸二郎：「地域まるごと元気アッププログラム・体力測定会（余市町）」,  体力測定スタッ
フ,  2013. 8. 26,  9. 6
・井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　体力アップ　チャレンジ教室 月
形体育館オープニング」,  スタッフ,  2013. 12. 15
・上田知行：（NPO）日本健康運動指導士会北海道支部,  理事・事務局長, （NPO）日本健康運
動指導士会,  2004. 4～現在
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と元気アッププログラムプロジェクト,  2010. 8～現在
・上田知行：（NPO）ソーシャルビジネス推進センター ,  理事,（NPO）ソーシャルビジネス
推進センター ,  2012. 5～現在
・上田知行,  井出幸二郎：「地域まるごと元気アッププログラム・認知機能測定会（余市町）」,
認知機能測定会スタッフ,  2013. 4. 12
・上田知行,  小坂井留美,  竹田唯史,  井出幸二郎,  小田嶋政子：「つきがた健康づくり・体力
づくり推進事業　町民体力測定」,  体力測定スタッフ,  2013. 5. 12
・上田知行,  小坂井留美,  井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業　ヘルシー
ミーティング」,  スタッフ,  2013. 6. 16 
・小田史郎,  上田知行,  小坂井留美,  井出幸二郎：「つきがた健康づくり・体力づくり推進事
業　体力アップ　チャレンジ教室　ゴルポッカ」,  スタッフ,  2013. 1. 20
・小田史郎：「月形町ヘルシーアカデミー・ゴルポッカ講習会」講師，2013. 1. 20. 
・小田史郎：「赤平中央中学校総合学習の時間におけるゴルポッカ指導」講師，2013. 1. 24. 
・小田嶋政子：北海道開拓の村　評議委員　北海道開拓の村　2011. 4～現在
・小田嶋政子：北海道文化財保護協会　常任理事　北海道文化財保護協会　2000. 5～現在
・小田嶋政子：札幌市文化財保護審議会,  委員,  札幌市,  2007. 5～現在
・小田嶋政子：江別市文化財保護委員会,  委員,  江別市,  1998. 8～現在
・小田嶋政子：北海道食コーディネーター　北海道　2000. 5～現在
・川初清典：「小樽健康づくりウォーキングサポーター」養成講座, 小樽, 2013. 5. 17～31, 6. 
14
・川初清典：平成25年度小樽健康づくりウォーキング推進事業「小樽健康づくりウォーキング
サポーター」認定更新研修会,  小樽,  2013. 7 6
・川初清典：平成25年度小樽健康づくりウォーキング推進事業「小樽健康づくりウォーキング
サポーター」養成講座フォロウアップ研修会,  小樽,  2013. 12. 7
・川初清典：平成25年度北海道・北海道健康づくり財団ノルディックウォーキング普及推進員
養成講習会,  帯広,  2013. 6. 27
・川初清典：平成25年度北海道・北海道健康づくり財団ノルディックウォーキング普及推進員
養成講習会,  釧路,  2013. 10. 5
































・小坂井留美：International Journal of Sport and Health Science，編集幹事，日本体育学会，
2013. 4. 1～現在
・小坂井留美：日本体育学会,  幹事,  2013. 6. 8～現在
・小坂井留美：第24回冬季スポーツ科学フォーラム,  実行委員，2013. 8. 10～11
・杉岡品子：札幌市立スクールカウンセラー .  札幌市教育委員会.  2006. 4～現在
・杉岡品子：北海道森田療法研究会　事務局.  2008. 4～現在





NTC大倉山サポート部会　委員,  2008. 12～現在
・竹田唯史：北海道体育学会　理事,  2008. 4～現在
・竹田唯史：日本スキー学会　理事,  2000. 4～現在













・和史朗：北海道特別支援教育学会副会長,  北海道特別支援教育学会,  2010. 7～現在
・和史朗：NPO法人つばさ応援団理事,  NPO法人つばさ応援団,  2006. 5～現在
・和史朗：北海道公立学校スクールカウンセラー，北海道教育委員会,  2007. 2～現在
・和史朗：北海道岩見沢高等養護学校学校評議委員会委員, 北海道教育委員会,  2007. 2～現在




審判員，北海道高等学校体育連盟・北海道教育委員会・北海道体操連盟，2013. 6. 21～6. 23 
・廣田修平：第52回北海道体操選手権大会兼第68回国民体育大会体操北海道代表選手選考会，
日本体操協会公認男子一種審判員，財団法人日本体育協会・公益財団法人北海道体育協会，
2013. 7. 12～7. 14  野幌総合運動公園体育館
・増山尚美：江別市スポーツ推進審議会,  副委員長，江別市教育委員会，2011. 9～現在




・増山尚美：北海道女子体育連盟,  理事,  北海道女子体育連盟，1997. 4～現在
・増山尚美：江別市地域スポーツクラブきらり ｢ちびっこスポーツ教室｣ 指導，江別市,  2007
～現在
・水野信太郎：江別市環境審議会,  委員,  江別市, 2008. 6. ～2014. 5 
・水野信太郎：江別市環境審議会,  会長,  江別市, 2010. 6. ～2014. 5 
・水野信太郎：舞鶴市立赤れんが博物館,  顧問,  舞鶴市,  1993. 11. 6. ～2014. 3. 31
・水野信太郎：日本建築学会,  査読委員,  日本建築学会,  1995. 4. 1. ～2014. 3. 31
・水野信太郎：産業考古学会,  評議員,  産業考古学会,  1997. 4. 1. ～2014. 6






医学スタッフ（トレーナー）,  2010. 9～現在
・吉田昌弘：第68回国民体育大会バドミントン競技（トレーナー），東京,  2013 10. 4～7
・吉田昌弘：ショートトラック全日本ジュニア測定合宿（トレーナー），東京,  2013. 5. 1～5
・吉田昌弘：ショートトラック全日本ジュニア強化合宿（トレーナー），札幌,  2013. 5. 31～6. 
4
・吉田昌弘：ナショナルトレーニングセンター（スキ ・ージャンプ）強化拠点施設活用事業（理
学療法士），2008～現在
⑧受賞（学会優秀賞，奨励賞，その他）
・小田史郎，佐々木浩子，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行，村上純一，高橋克年：
「生活習慣病の予防が期待できる身体活動量の確保は睡眠にもよい影響を及ぼすか」受賞名：
「ベストプレゼンテーション賞（日本睡眠学会第38回定期学術集会，2013. 6. 28.秋田市）」
・後藤永行，竹田唯史，近藤雄一郎，佐藤亮平：初心者を対象とした男子ラクロスの指導理論
について，日本体育学会第64回大会，立命館大学，日本体育学会若手研究奨励賞受賞，2012. 8. 
28
北翔大学　研究紀要編集規程
（目　的）
第１条　この規程は，北翔大学・北翔大学短期大学部研究紀要に関する必要な事項を定めることを目的とする。
（発　行）
第２条　研究紀要は，各学部，短期大学１種類とし，原則として年各１回発行する。
２　研究紀要に掲載された論文等は，原則として国立情報学研究所が提供する「CiNii（サイニイ：NII論文情
報ナビゲータ)」における電子化により公開される。但し，執筆者が電子化による公開を許諾しない場合は，
原稿提出票をもって第４条に規定する紀要編集委員会に申し出るものとする。
３　前項の電子化による公開を許諾しない旨の申し出を受けた紀要編集委員会は，取りまとめの上，当該紀要
発行日までに図書館長に書面をもって届け出るものとする。
（資格等）
第３条　研究紀要に論文等を掲載できるのは本学及び友好交流校の専任教員に限る。ただし，共同研究者はこ
の限りではない。
２　研究紀要の同一誌・同一号に記載できる同一執筆者の論文などは，原則として１編とする。ただし，２人
以上の共著の場合はこの限りではない。
３　研究紀要には，論文のほか作品発表，研修などの研究活動の記事についても掲載することができる。
４　研究紀要に掲載する論文などは，未公刊のものに限る。
（委員会）
第４条　研究紀要の編集・発行等に関する事項は短期大学及び大学の各学部に置かれる紀要編集委員会（以下
「委員会」という）が執り行う。
２　論文などの採否・掲載順の決定は委員会が行う。
３　委員会は，原稿中の字句，体裁等についての校訂を行い，その結果に基づき，著者に対して再検討を求め
ることができる。
４　再検討を求められた著者が，委員会が定めた期日までに原稿を提出しない場合は，原稿を取り下げたもの
とみなす。
５　委員会は，論文等の校訂にあたり，委員会以外の者の協力を求めることができる。
（編　集）
第５条　研究紀要の原稿の受付は常時行う。ただし，研究紀要の発行日との関連から締切日を設定する。
２　締切日以前に発行予定号のページ数に達した場合には，その時点で締め切り，それ以降に受理したものに
ついては次号に掲載する。
３　発行予定のページ数に達しない場合は，受理した分のみで編集する。
４　校正は，初校及び再校を著者校正とする。
（費　用）
第６条　研究紀要への掲載は特別の場合を除いて無料とする。
２　著者に対しては，別冊30部を贈呈する。ただし，これを超える分は，著者の負担とする。
（要　項）
第７条　研究紀要に掲載する論文等の要項は，次のとおりとする。
⑴　論文等の１編の長さは，図・表を含めて印刷面16ページ（400字詰原稿用紙で約60枚相当）以内とする
⑵　論文等の原稿は，所定の様式（42字×35行×16枚）に従い記入すること
⑶　論文等の原稿には，和文及び外国語の表題・著者名をつけること
⑷　日本語の論文等には，外国語の抄録を添えることができる（300語程度）なお，抄録のキーワード（五つ
以内）をつけることができる。
⑸　外国語の論文等には，600字程度の日本語の抄録を添えること
⑹　図・表に関しては，番号を付して本文中に挿入するか，本文と別に作成する場合には挿入箇所，大きさ
（字数×行数）を原稿欄外に指示すること
⑺　論文等の原稿は，電子データの提出が望ましい。その場合，タイトル，著者等を明示するものとする。
（改　廃）
第８条　この規程の改廃は，運営連絡委員会の議を経て学長が行う。
　　　附　則
この規程は，平成９年４月１日から施行する。
　　　附　則（大学名称変更，機構改正に伴う改正）
１　この規程は，平成12年４月１日から施行する。
２　この規程改正に伴い，従前の北海道女子大学短期大学部研究紀要編集規程（平成元年４月１日制定）は廃
止する。
　　　附　則（校名変更に伴う改正）
１　この規程は，平成17年４月１日から施行する。
　　　附　則（国立情報学研究所による電子化に伴う改正）
１　この規程は，平成17年10月３日から施行する。
　　　附　則（校名変更に伴う改正）
この規程は，平成19年４月１日から施行する。
　　　附　則（電子化による公開を許諾しない場合の申し出の変更に伴う改正）
この規程は，平成20年２月18日から施行する。
　　　附　則（紀要発行単位の変更に伴う改正）
この規程は，平成22年10月12日から施行する。
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